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　70 歳以下の未介入群の症例数は 18 症例，介入
群の症例数は 28 症例であった．71 歳以上の未介




　初回立位が 1.5 日から 2.82 日となった．また，
30 ｍ歩行が 2.72 日から 4.37 日となった．次に，
100m 歩行が 3.76 日から 5.69 日となった．初回エ





未介入群 介入群 P 値
年齢（歳　mean ± SD）（60.33 ± 8.73）（60 ± 5.81） 0.52








挿管時間　中央値 11：34 14：40 0.54
【最小値 - 最大値】 1：40-19：45 0-163：20
PF 比　中央値 289 256.5 0.12
【最小値 - 最大値】 111-464 76-455
表２　患者背景（71歳以上群）
未介入群 介入群 P 値
年齢（歳　mean ± SD）（77.19±5.3）（77.75 ± 5.26） 0.71








挿管時間　中央値 7：11 15：42 0.701
【最小値 - 最大値】 2：30-137：35 4：00-168：00
PF 比　中央値 335.5 285 0.51
























































































































































































　初回立位が 2.25 日から 1.82 日となった．また，
30 ｍ歩行が 3.88 日から 3.27 日となった．次に，
100m 歩行が 6.17 日から 5.03 日となった．初回エ
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